
事業名称 信州「空モビリティ×山岳高原イノベーション」創出事業 事業計画期間 R6-R10年度

事業実施主体 ⻑野県 交付対象事業費 48,890千円

事業概要

⻑野県は急峻な地形や河川等で地理的に移動や物流の制約がある上、⼈⼝減少・高齢化による担い⼿不⾜により、⽣活に必要なサービスの持続性や地
域の活⼒減退に直⾯しているため、以下について取り組む。
・空⾶ぶクルマやドローンをはじめとする次世代空モビリティの社会実装に必要な環境整備（ドローンサービスのプラットフォーム整備やドローン航路・空⾶ぶクル
マ航路の候補調査・環境整備等）
・県内での次世代空モビリティ社会実装を加速させるための支援（バーティポート設置・整備の支援等）

具体的使途
（経費内訳はR6
年度事業費）

○次世代空モビリティの理解促進・社会受容性向上
・イベント、シンポジウム等によるPR（委託料）12,329千円
次世代空モビリティの利便性・将来性を県⺠・企業等が理解し、地⽅創⽣を
実現する⼿段として同モビリティが受け入れられる土壌を作るため、イベント、シ
ンポジウム等によるPRを実施する。

○多数の企業を関連事業に参入させるための仕組みづくり
・空⾶ぶクルマのユースケース＆経済効果の調査（委託料）21,080千円
空⾶ぶクルマの運航ユースケース・有⼒ルート候補の調査、市場拡⼤シナリオ
＆経済効果の⾒える化を⾏い、当県をフィールドとした空⾶ぶクルマ関連事業
への企業の参入意欲・期待値向上を図る。
・「信州次世代空モビリティ活用推進協議会」での具体事業創出のマッチン
グ（委託料）5,151千円
120を超える協議会参加団体の更なるネットワーク化、具体事業創出、エコシ
ステム作りを促進するため、知識レベル向上による共通認識づくりや、団体同
⼠の連携を促進するためのビジネスマッチングを⾏う。

○次世代空モビリティ社会実装に必要な環境整備
・ドローンサービスの紹介プラットフォーム構築（委託料）330千円
県内で実装済みのドローンサービスを提供する事業者と、ドローンを活用したい
ユーザーとをマッチングするプラットフォームを構築することで、既に巷で提供され
ているドローンサービス活用の裾野を拡げ、ユーザーの潜在ニーズを引き出す。

○次世代空モビリティ社会実装を加速させるための支援
・⺠間企業による県内での次世代空モビリティ事業化準備⽀援（補助⾦）
10,000千円
⺠間企業（協議会参加団体）による県内での次世代空モビリティ事業化準
備（実証実験や調査）支援

実施
体制


